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【開催日】 平成３０年５月２３日 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時３０分～午後３時５分 

【出席委員】 

委 員 長 吉 永 美 子 副 委 員 長 山 田 伸 幸 

委 員 大 井 淳一朗 委 員 杉 本 保 喜 

委 員 恒 松 恵 子 委 員 松 尾 数 則 

委 員 矢 田 松 夫   

【欠席委員】 なし 

【委員外出席議員等】なし 

【執行部出席者】 

福祉部長 岩 本 良 治 福祉部次長兼高齢福祉課長 兼 本 裕 子 

福祉部次長兼国保年金課長  桶 谷 一 博 障害福祉課長 辻 永 民 憲 

障害福祉課課長補佐 岡 村 敦 子 障害福祉課障害福祉係長 大 坪 政 通 

障害福祉課障害支援係長 岡 手 優 子 障害福祉課障害福祉係主任 縄 田 良 弘 

【事務局出席者】 

事 務 局 長 中 村    聡 議事係主任 原 川 寛 子 

 

【付議事項】 

 所管事務調査 きらきらプランについて（障害福祉課） 

 

午後１時３０分 開会 

 

１ 所管事務調査 きらきらプランについて 

【主な質疑】 

○第１章 計画の策定に当たって 

大井淳一朗委員 障がい者の利用者や関係者団体だけでなく、障がい者に対す

る理解を深めてもらうため、一般市民にもアンケートを取ることから始

めてはどうか。 

辻永障害福祉課長 次回の計画策定の際に、改めて検討したい。 

大井淳一朗委員 あいサポーターの数はどうか。新たな取組はあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 あいサポーターは大体１，０００人ぐらいで、県内

でも多いほうである。６月には市役所の新人職員研修であいサポート運

動を取り入れている。 
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大井淳一朗委員 学校現場への取組の考えはあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 ＳＯＳ健康フェスタでは目にマスクをして卓球をし

たり、点字板を歩いたりという障がいの体験をしているが、小学校での

あいサポート運動は検討していない。 

大井淳一朗委員 小学校だけでなく中学校にも障がい者に対する理解を深める

場を作ってほしい。 

杉本保喜委員 社協の取組との連携はできているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 ＳＯＳ健康フェスタでも社協と共同で取組をしてい

る。それ以外にもいろんな機関と共同で普及啓発に取り組んでいる。 

山田伸幸副委員長 パブリックコメントで意見が出なかったことについてどう

考えているのか。 

兼本福祉部次長 皆さんの関心の低さがあるのではないか。 

山田伸幸副委員長 施設の家族や団体に働き掛けはしたのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 障害者協議会の会長などに連絡し、パブリックコメ

ントの普及啓発をしている。 

大井淳一朗委員 自立支援協議会からどういう意見が出たのか。また、第３次

との違いは何か。 

岡村障害福祉課課長補佐 自立支援協議会では余り大きな意見は出なかった。

３次と大きく違うのは、地域生活支援拠点の整備が入ったことである。 

矢田松夫委員 親の会とのヒアリングは何回して、どのような意見が出たのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 計画検討委員会のメンバーに入っている親の会には、

委員会の中で意見を聞いた。発達障がいをお持ちの親の会への意見聴取

では、サービスに対する要望や普及啓発への意見をもらった。 

山田伸幸副委員長 計画段階で事務局提案以外に市民から意見が出た場合、ど

のように扱っているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 もらった意見は計画に反映している。 

大井淳一朗委員 国や県から計画のガイドラインみたいなものがあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 障がい者計画は上位計画の県のいきいきプランの位

置付けも取っている。障がい福祉計画や障がい児福祉計画は国の基本指

針があるので、成果目標の設定などを入れている。 

大井淳一朗委員 市の裁量で書けるところはあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 障がい者計画は市の実態や課題を踏まえた計画にな

っているので、縛りはない。 

山田伸幸副委員長 国が示したものに数値を入れるだけとか、コンサルタント

に丸投げするということがよくあるが、本市ではどのような取組をした
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のか。 

岡村障害福祉課課長補佐 前回の計画を踏まえて、たたき台を作りながら計画

検討委員会で検討してもらった。 

吉永美子委員長 障害者差別解消法ができたことによって、これまでと違った

差別を解消する思いが入った計画になっているのか。具体的な取組の追

加があるのか。 

辻永障害福祉課長 ７３ページの「地域共生社会を目指したまちづくりの推進」

が社会的障壁を除くためにどう考えればいいかということになる。７４

ページのエを追加した。 

山田伸幸副委員長 障がい者に対する虐待や事件が相次いでいる。社会的な差

別意識をなくす取組が計画の後ろになっているが、どう考えているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 総合計画と合わせた基本事業の書き方で、順番を追

うごとに優先順位が低いというわけではない。 

 

○第２章 障がい者を取り巻く現状について 

松尾数則委員 障害者手帳の所持者数が２，７７１と書いてあるが、これで全

てを網羅していると考えているのか。隠れた人がいるのではないのか。 

兼本福祉部次長 身体障害者手帳は、これを取得することによって何らかの福

祉サービスを受けるためのもので、身体に障がいがあっても手帳をもら

わない方もいる。そういう方を全て行政が把握するのは現実的には難し

い。 

大井淳一朗委員 どういう形で手帳の手続をする人が多いのか。 

兼本福祉部次長 交通事故などで病院を受診したことがきっかけで、病院から

手帳の交付、サービスの紹介をされるのが一番多いと思う。子どもの発

達障がいの関係では健診などで相談を受け、療育手帳につながっている

のではないか。 

杉本保喜委員 障がい者に対する就職の支援や働いてもうまくいかなくて帰っ

てくる人のケアはどうなっているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 就労系のサービスに今年度から新たに就労定着支援

のサービスが追加された。障害者就業・生活支援センターとも連携し、

一般就労に向けて取り組んでいる。就労が駄目だったとしても障がい福

祉サービスを利用して次のステップにつながるよう、継続して関わって

いる。 

杉本保喜委員 ケアマネジャーへのフォローは社協と行政どちらがしているの

か。 
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岡村障害福祉課課長補佐 相談支援事業所と本人が契約に基づき相談員を決め

ている。相談員と一緒に進めているのは、行政の職員である。 

杉本保喜委員 相談所に相談を持ち掛けるのは行政なのか。 

兼本福祉部次長 通常の一般相談は、市が相談事業所と委託契約をしている。 

山田伸幸副委員長 市役所における障がい者の雇用率はどうか。 

辻永障害福祉課長 実雇用率として２．６９である。 

吉永美子委員長 身体障がい者のみなのか。 

兼本福祉部次長 正確には分からないが、身体障がい者枠である。 

吉永美子委員長 知的や精神の人たちの雇用が大きな課題だと思う。 

山田伸幸副委員長 手話や聴覚障がいのためのループなど、市の窓口での対応

状況はどうか。 

岡村障害福祉課課長補佐 市の窓口では筆談によるコミュニケーション手段を

取っている。聴覚障がい者に対しては、コミューンという機械を窓口に

一つ設置して対応している。 

山田伸幸副委員長 精神障がい者への対応はどのようにしているのか。 

兼本福祉部次長 本市では障害福祉課に現在３名の保健師を配置しており、他

市に比べて保健師の配置率は高い。相談支援事業所と連携しながら、き

め細かに対応している。 

 

○第３章 障がい者計画の基本目標と基本方針 

山田伸幸副委員長 バリアフリーの実施に向けて財政との交渉はしているのか。 

兼本福祉部次長 ハード面に対しては、現在のところ障害福祉課から財政に要

請はしていない。 

 

○第４章 施策推進の方向 

山田伸幸副委員長 災害時の避難所への誘導や避難所生活が健常者と同等に行

えるか、チェックはしているのか。 

兼本福祉部次長 公共施設調査としてスロープや階段、エレベーターの有無を

調査しているが、災害に対する避難所の改修計画までには至っていない。 

山田伸幸副委員長 取り組むべき課題を抜き出して、年次的に解消していくこ

とが必要と思うが、どうか。 

兼本福祉部次長 現在障害福祉課としてはそこまで至っていない。避難担当課

と連携を取りながら考えていきたい。 

大井淳一朗委員 公共施設を調査した結果、どこが不十分なのか。 

大坪障害福祉課障害福祉係長 手元に資料がないので、分からない。 
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大井淳一朗委員 選挙の投票所にもなっている学校で、段があって上がれない

ということもあるので、しっかり対応してほしい。 

杉本保喜委員 市内の福祉避難所では何人収容できるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 ４か所で合計２４人である。 

杉本保喜委員 障がい者の人をどう運んだらいいかは、障害福祉課だけででき

るものではない。防災全体で考える必要があるが、どうか。 

岡村障害福祉課課長補佐 社会福祉課とも連携を取りながら、進めていきたい。 

杉本保喜委員 自治会長や民生委員から情報を得て、取り組んでほしい。 

大井淳一朗委員 親亡き後の市の体制作りの現状はどうか。 

岡村障害福祉課課長補佐 成年後見制度などを含めて考えていきたい。 

大井淳一朗委員 成年後見制度の認知度がかなり低いが、どのように周知をす

るのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 相談員との連携の中で、進めていきたい。 

大井淳一朗委員 どれぐらい成年後見制度を利用しているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 本人が家庭裁判所に申請するので、件数の把握はで

きていない。 

山田伸幸副委員長 成年後見人のなり手が少ないという問題があると思うが、

担当課はどのように把握しているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 なり手までの把握はできていない。 

矢田松夫委員 ２４時間の相談体制はできないのか。 

兼本福祉部次長 人と金の問題があるが、来年度に向け予算要求を行い、２４

時間体制の実現に向けて進みたい。 

 

●第５期山陽小野田市障がい福祉計画 

○第１章 第５期障がい福祉計画の位置づけ等について 

山田伸幸副委員長 本市では施設から在宅へのサービスがきちんと提供できる

体制が整っているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 地域移行支援ではグループホームの体験もできる。

在宅での生活が可能かどうかを体験しながら地域移行を目指していく。 

山田伸幸副委員長 精神障がい者が地域で生活をせざるを得ず、非健康的な生

活を送っている実態がある。そういう人を生まない相談・支援体制や民

間の支援事業者にスムーズに移管できるシステムになっているのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 施設や精神科の長期入院の方には、実際に入院中か

ら関わり、グループホームの体験ができるサービスになっている。相談

支援専門員や医療との連携の下、地域での生活ができるよう進めている。 
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○第２章 障がい者支援における成果目標の設定 

大井淳一朗委員 地域移行者数の実績が挙がっているが、どのような形で移行

したのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 グループホームや家族のところに帰る方、宿泊型自

立訓練により一人で生活ができるように訓練して帰る方もいた。 

杉本保喜委員 障害者委託訓練事業、障害者トライアル雇用、ジョブコーチを

やっている事業所は市内に何社ぐらいあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 障害者職業センターがジョブコーチ支援をするので、

市内に事業所があるというわけではない。 

杉本保喜委員 行政が就労促進を図る方法はどういうものがあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 職業訓練が必要であれば、ハローワークや障害者就

業・生活支援センターに紹介するなど、連携して就労に取り組んでいる。 

杉本保喜委員 ３番の「密接な連携を図りながら支援します」というのが主な

活動ということか。 

岡村障害福祉課課長補佐 一般就労に向けては就労移行支援を利用してもらう

のが、主なサービスになる。ハローワークでも合同就職説明会があり、

行政も参加している。 

 

○第３章 障がい福祉サービス等の円滑な推進 

山田伸幸副委員長 ８８、８９ページの表は、実績と計画がかい離しているの

ではないか。 

兼本福祉部次長 ８９ページは８８ページの数値をそのまま貼り付けているよ

うなので、訂正したい。 

吉永美子委員長 ほかの箇所もチェックしてほしい。 

山田伸幸副委員長 就労支援Ａ型のサービスはないのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 市内にＡ型の事業所はないが、近隣の圏域の事業所

に行っている。 

山田伸幸副委員長 それは宇部なのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 そのとおりである。 

山田伸幸副委員長 手話養成員の登録見込者数が二人だが、この程度の養成で

事足りるのか。 

大坪障害福祉課障害福祉係長 手話奉仕員の養成講座は、２年のカリキュラム

で社会福祉協議会に委託し、実施している。今年度は既に昨年度修了者

が２名登録しており、養成講座修了者の登録見込みで計画を立てている。 
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大井淳一朗委員 ３０、３１、３２年度で２名ずつ奉仕員を養成するという意

味か。 

大坪障害福祉課障害福祉係長 ２名ずつ増やしていく。 

山田伸幸副委員長 本市で手話を使用言語にする動きはないのか。 

兼本福祉部次長 現在のところ本市で手話言語条例は検討していない。 

矢田松夫委員 身体障害者協議会の会員数が減っているが、側面的な支援はど

うするのか。 

兼本福祉部次長 身体障害者協議会は任意団体である。市としては、補助金交

付という形で支援している。 

吉永美子委員長 今は「身体」は付かず障害者協議会である。障がい者虐待防

止センターについて市民はどこまで知っているのか。 

兼本福祉部次長 障害福祉課に設置し、看板を出している。市民への周知方法

はホームページや広報で、特化した啓発は行っていない。 

吉永美子委員長 生活安全課との連携はあるのか。 

兼本福祉部次長 当然、生活安全課でも障がい者虐待に関する窓口は障害福祉

課であることを知っており、事案によって各課につないでいる。 

吉永美子委員長 看板はどのように表示しているのか。 

兼本福祉部次長 障害福祉課の看板の下に下げている。 

吉永美子委員長 もう少し目立つようにしてほしい。 

 

●第１期山陽小野田市障がい児福祉計画 

○第１章 第１期障がい児福祉計画の位置づけ等について 

○第２章 障がい児支援における成果目標の設定 

杉本保喜委員 発達支援センターはどこに設置する予定なのか。 

兼本福祉部次長 このセンターは民間で、許認可権を持つ県には話があると聞

いているが、届出が出ていないので、正式には決まっていない。 

大井淳一朗委員 総合計画では児童発達支援センターの事業所数は現状１で、

目標３となっている。整合性が付かないのはなぜか。 

兼本福祉部次長 センターと事業所と２種類ある。 

大井淳一朗委員 センターと事業所の違いと、事業所はどこにあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 事業所はなるみ園と神原苑小野田障害デイサービス

センターの２か所で、就学前の障がいの子どもの療育をする場となって

いる。センターは事業所の相談窓口であり、助言や専門的な立場で指導

をするという違いがある。中核的な支援施設となる。 

大井淳一朗委員 児童発達支援センターや事業所とスマイルキッズとの橋渡し
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は大丈夫なのか。 

兼本福祉部次長 スマイルキッズで子どもの発達に対する相談を受けたら、障

害福祉課につなぎ、何らかの療育が必要であればサービスにつなぐとい

う連携は取れている。 

杉本保喜委員 発達支援センターを市内に１か所という目標であるが、このア

クションプランはあるのか。 

兼本福祉部次長 宇部市のつくし園が圏域に１か所の児童発達支援センターで

ある。当市のセンターについては県へ相談しているという情報はつかん

でいる。 

杉本保喜委員 行政として場所はつかんでいるのか。 

兼本福祉部次長 民間の方が設置場所を考えるので、行政として口を挟めると

ころではない。 

 

○第３章 障がい児福祉サービス等の円滑な推進 

山田伸幸副委員長 放課後デイサービスの人数が６５人ということだが、２か

所で大丈夫なのか。 

兼本福祉部次長 この二、三年放課後デイサービスの需要が非常に高いが、待

機が生まれている状況ではない。 

山田伸幸副委員長 一人当たりの面積要件を十分クリアした上での人数なのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 県が指定をしており、クリアした事業所である。市

内に４か所と近隣の宇部市にもあるので、現在、受入れはできている。 

大井淳一朗委員 旧小野田と旧山陽の地域的なばらつきはあるのか。 

岡村障害福祉課課長補佐 小野田に２か所、山陽に２か所ある。 

 

午後３時５分 散会 

 

平成３０年５月２３日 

 

民生福祉常任委員長 吉 永 美 子 


